
１　学年　小単元名

２　小単元の位置

３　小単元の目標

４　小単元の評価規準

５　小単元の指導と評価の計画

④

⑤

③

（１）アー（ア）（ウ），イー（ア）

２　国土の地形の特色

３　低い土地のくらし／高い土地のくらし（選択）

４　国土の気候の特色

５　あたたかい土地のくらし／寒い土地のくらし（選択）

（１）アー（イ）（ウ），イー（ア）

（１）アー（イ）（ウ），イー（ア）

（１）アー（イ）（ウ），イー（ア）

（１）アー（イ）（ウ），イー（ア）

□

□

□

□

□

□

□

岐阜県と海津
市の位置を示
す日本地図
三つの川が集
まる地域
堤防とまちの
様子
堤防と近くの
土地の様子
海津市で行わ
れるボートの
大会
三つの川が集
まる地域の土
地の高さ
学習計画ワー
クシート

①…

②…

④…

大きな川に囲まれていること、田が多いことな
ど、自然環境やくらしに関わる視点で話し合う
ようにする。
土地の高さの地図の０mよりも低いところに色
をぬることで、海津市が低い土地にあることを
実感できるようにする。
４年生「自然災害からくらしを守る」を想起した
り、海津市は農業がさかんであることを伝えた
りしながら、追究することを決めていくようにす
る。

●

海津市の航空写真を見て、土地の様
子を話し合う。
土地の高さの地図の0mよりも低いと
ころに色をぬって海津市の土地の高
さを調べる。
学習問題をつくる。

学習問題を解決する見通しをもつ。
＜問い＞
・人々は水害からくらしをどう守ってき
たのか。
・豊かな水をどうやって農業に生かし
ているか。
・豊かな水をどうやって生活に生かし
ているか。
＜予想＞
・各問いに対する予想を立てる。
＜調べ方＞
・立てた予想について、教科書や教
科書以外の資料で調べる。（検索エ
ンジン、市のホームページ、NHK for
school、地図帳など）
＜まとめ方＞
・各問いに対する答えを、立てた予想
を検証しながらノートにまとめる。
・単元末に、調査レポート（プレゼン
テーション）にまとめる。

第５学年　　低い土地のくらし   新編　新しい社会５上　東京書籍

 我が国の国土の様子について、国土の地形に着目して、地図帳や地球儀、各種の資料で調べ、まとめることで低い土地の自然など
の様子や低い土地の人々の生活を捉え、国土の自然環境の特色やそれらと国民生活との関連を考え、表現することを通して、我が
国の国土の地形の概要や、人々は自然環境に適応して生活していることを理解できるようにするとともに、主体的に学習問題を追
究・解決しようとする態度を養う。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

単元名 時数

①

小単元名 学習指導要領の内容

　１．わたしたちの国土
　　　　　　　　　　　(２０時間）

(1)導入（オリエンテーション）

④

③

１　世界の中の国土

●「指導に生かす評価」　　〇「記録に残す評価」

○

・国土の地形などについて地図帳や
地球儀、各種の資料で調べて、必要
な情報を集め、読み取り、国土の自然
などの様子や低い土地の人々の生活
を理解している。
・調べたことを図表や文などにまと
め、低い土地の人々が自然環境に適
応して生活していることを理解してい
る。

・国土の地形などに着目して、問いを見いだし、国土の自
然などの様子や低い土地の人々の生活について考え表
現している。
・我が国の位置や地形の側面から、我が国の国土の自
然環境の特色を考えたり、低い土地の自然条件と人々の
生活や産業を関連付けて考えたりし、適切に表現してい
る。

・低い土地のくらしについて、予想
や学習計画を立てたり、学習をふり
返ったりして、学習問題を追究し、
解決しようとしている。

□資料時
目標（◆）

主な学習活動（①、②…）
指導上の主な留意事項

評価

知
技

思
判
表

態
度
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◆海津市の地形などに着目し、問いを見いだし、海津市の人々のくらしや産業について、予想や学習計画を立て、学習問題を解
決する見通しをもつことができるようにする。

①

②

③

④

西濃教育事務所 「例えばこんな単元指導計画」ｼﾘｰｽﾞ 小・社会科編

I C T の 活 用

・②の活動後、NHK for school「輪中～低い土

地のくらし 岐阜県海津市～」を児童が各端末で

視聴することで、海津市が海抜ゼロメートル地帯

であることが視覚的にとらえられるようにする。

・単元で使用する資料や学習計画（単元の目標、

評価規準、評価時期等）は、共有フォルダにアッ

プして、児童がいつでも閲覧できるようにしておく

ことで、それぞれの課題意識や予想に応じた追

究活動ができるようにする。

【学習問題】調査員になって、大きな
川に囲まれた海津市に住む人々のく
らしや産業のくふうを調査レポートに
まとめよう。



□資料時
目標（◆）

主な学習活動（①、②…）
指導上の主な留意事項

評価

知
技

思
判
表

態
度I C T の 活 用
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◆必要な情報を集め、読み取り、海津市では豊かな水をどのように生活に生かしているのかについて理解できるようにする。

①

②

③

資料１～６の中から、調べてみたい場
所や施設を追究することを決め、調
べる。
例）木曽三川公園
・いつできたか　・公園の規模
・利用客数 ・公園の特徴 ・水とのか
かわり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・など
自分の調べていない場所や施設に
ついて知る。
本時のまとめをする。

□
□

□

□

□

□

木曽三川公園
長良川でのカ
ヌー教室
川魚を使った
料理
毎年冬に行わ
れる寒ぶな漁
海津市をおと
ずれた観光客
数
水辺の自然を
生かした施設

①… 追究することを、「いつ・どこで・だれが・何を・
どのように」の視点で調べるようにする。

●

３
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◆必要な情報を集め、読み取り、海津市では、水害の減少と共に、豊かな水を農業に生かしていることについて理解できるよう
にする。

①

②
③

資料１を見たり、資料2と3とを見比
べたりし、昔は豊かな水がある反面、
農作業が行いにくかったことから、本
時追究することを確認し、調べる。
・田が整えられた経緯
・上流からきた土の活用方法
・排水と揚水の工夫と効果
・現在海津市で作っている野菜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・など
必要に応じて交流する。
本時のまとめをする。

□

□

□

□

□

□

昔の田植えの
様子とかり
取った稲を運
ぶ船
うめ立て前の
水田の様子
うめ立て工事
が終わった後
の水田の様子
海津市の主な
農産物の作付
面積
ビニールハウ
スでのきゅうり
さいばい
海津市の用水
路と排水路

①…

③…

前時の学び方を振り返り、本時の学習に生か
すよう助言する。

本時分かったことを記入するとともに、本時の
学び方は前時と比べてどうだったかも振り返る
ようにする。

●

2
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◆必要な情報を集め、読み取り、海津市の洪水の被害が少なくなってきたことや現在も水害への意識をもって訓練をしているこ
とについて理解できるようにする。

①

②
③

資料１と資料２、p.22 の航空写真を
比べて、昔は川の流れが入り組んで
いたことから、本時追究することを確
認し、調べる。
・川がまっすぐになり、輪中がまとまっ
た経緯
・洪水で家が危ないときの避難の工
夫
・治水工事による大きな水害発生件
数の変化
・今でも水害の防止に努めるための
取組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・・・など
必要に応じて交流する。
本時のまとめをする。

□
□

□
□

□

□

□

千本松原
デレーケの治
水工事前の川
の流れ
デレーケの像
水屋（復元）と
内部の様子
大きな水害の
発生件数の移
り変わり
水防演習の様
子
大型の排水機
場と排水のし
くみ

①…

②…

③…

追究することを、「いつ・どこで・だれが・何を・
どのように」の視点で調べるようにする。追究方
法は、教科書、資料集、インターネット等、様々な
方法でよいことを伝える。迷っている児童には、
教科書から調べていくとよいことを助言する。
交流の必要性を確認し、ペア、グループ、全体
交流を行う。
学んだことや学び方を振り返ることができるよ
うにする。

●

・①では、教科書の資料で調べた後、海津市の

HPやNHK for school等の動画からも調べるよ

うに伝えることで、実感を伴った理解ができるよう

にする。

①では、 NHK for school「輪中～高須輪中排

水機場」「パイプライン」を児童の各端末で視聴

することで、必要なときに必要な量の水を使える

ようになったことを理解できるようにする。可能で

あれば、オンラインを活用し、海津市の農家の方

から直接話を聞くことができるようにする。

①では、教P２９にある「まなび方コーナー」をもと

に、キーワード検索の仕方や、より確かな情報の

集め方などをおさえることで、一人一人が自分が

詳しく知りたいことについての調べ学習が進むよ

うにする。また、調べたことを全体交流で伝え合う

ことをあらかじめ共通理解しておくことで、仲間に

伝えるための情報を集める必要感が生まれるよう

にする。



□資料時
目標（◆）

主な学習活動（①、②…）
指導上の主な留意事項

評価

知
技

思
判
表

態
度I C T の 活 用

〇

・

・
・

〇
・

〇

課題に対する予想の交流は、適宜行うこととする。また、どの時間においても、児童が自分に合った学び方を選択できるようにす
る。
自分の立てた予想が合っているかを確かめるために、教科書、資料集、共有フォルダにある資料、インターネット等を活用して調
べる。
一人で調べることが難しいと感じた場合には、仲間や教師に聞きに行くようにする。
追究時間は学級で合意のうえ決める。必要であれば児童が追加を求めるようにする。
全体交流には、次のような目的をもたせて行う。
自分が調べていないことを仲間から聞きたい、仲間の考えを知りたい、仲間に自分の考えを伝えてコメントがほしい、　…など
本単元は、「わたしたちの国土」の小単元であり、最終的な評価は、各小単元の「記録に残す評価」を総合したもので行う。

①…

②…

　

「堤防」「治水」「パイプライン」「河川じき」の
キーワードを必ず使ってプレゼンテーションソフ
トにまとめるようにする。
作成できた児童から、提出BOXに提出し、仲間
同士で表現方法についてコメントし合うように
する。

〇 〇 ●

【備　　考】
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◆調べたことをまとめて、低い土地の人々が自然環境に適応して生活していることについて理解できるようにすると共に、低い土
地の自然条件と人々の生活や産業を関連付けて考え、適切に表現できるようにする。

①

②

単元を通して学習したことを調査レ
ポート（タブレット端末のプレゼン
テーションソフト）にまとめる。
仲間と交流して学んだことを生かし、
自分のまとめを再考して完成する。

□ 調査レポート
の枠（プレゼン
テーションソフ
ト）

<調査レポートの例＞

①では、協働学習支援ツールを用いて教科書

p.31にあるワークシートを配付する。②では、提出

BOXは常に閲覧できる状態にしておく。閲覧した

ノートに付箋機能を用いてコメントし合うようにす

る。

調べてわかったこと

デレーケの治水工事前
の川の流れ

【教科書p.2６②】

デレーケの治水工事後
の川の流れ

【教科書p.22①】

○川の流れを変え、高い堤防をつくるなど治水工事をくりかえし、水害の少ない

土地にした。

○今も水害に備えて、水防演習をしている。

輪中に住む人々は、水害からくらしをどのように守ってきたのでしょうか。

デレーケ
の像

【教科書p.26③】

調べてわかったこと

海津市の用水路と
排水路

【教科書p.29⑥】

ビニールハウスでの
きゅうりのさいばい

【教科書p.29⑦】

○排水だけでなく、揚水機場とパイプラインができて、必要なときに必要な量の水が
使えるようになった。
○輪中の水はけがよくなったので、米だけでなく、野菜や果物なども生産されるように
なった。

輪中に住む人々は、豊かな水をどのように農業に生かしているのでしょうか。

大型の排水機場と
排水のしくみ

【教科書p.2７⑦】

海津市の主な農作物の
作付面積

【教科書p.2７⑥】

調べてわかったこと 海津市の人々は、豊かな水をどのように生活に生かしているのでしょうか。

水辺の自然を生か
した施設

【教科書p.30⑥】

木曽三川公園

【教科書p.30①】

○木曽川、長良川、揖斐川や河川じきの自然を生かした施設をつくり、レクリエーショ
ンを楽しめるようにしている。

○輪中内の池や川をヨットの練習場やつりの施設に利用している。川魚を使った料理
や観光などにも力を入れている。

川魚を使った料理

【教科書p.30③】

長良川のカヌー教室

【教科書p.3０②】

毎年冬に
行われる
寒ぶな漁
【教科書ｐ.30④】

海津市を
おとずれた
観光客数
【教科書p.30⑤】

考えたこと

＜まとめ＞
大きな川に囲まれた海津市に住む人々は、明治時

代に川の大規模な工事を行い、水害からくらしを守っ
てきた。豊かな水を生かした輪中ならではの農業や、
季節ごとの楽しみを生かした観光などを通して、低地
の自然環境を生かしたくらしをしている。

「大きな川に囲まれた海津市に住む人々は、くらしや産業をどのように工夫しているか。」
に対する自分の考えを、次のキーワードを使ってまとめよう。

＜キーワード＞

大規模な工事 豊かな水 低地の自然環境


